
日本基督教団 八ヶ岳教会 受難節第二主日礼拝  NO.1265  2023 年 3 月 5 日 10:30~ 

牧師  山本護           司式   渡部敬子       奏楽 山本恵美                                                                  

前  奏 黙想 

讃 美 歌  12 めぐみゆたけき主を 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  出エジプト記 24:5~8 

        ルカによる福音書 22:14~23 

讃 美 歌  310 しずけきいのりの 

説  教 『信仰と不信仰が露わになる食卓』 

祈  禱 

讃 美 歌  515 十字架のちに 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

讃  詠 546 聖なるかな 

祝  禱   後  奏        

「モーセは血を取り、民に振りかけて言った。〔見よ、これは主がこれらの言葉に基づいてあなたた

ちと結ばれた契約の血である〕(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 24:8)」。神との契約の徴であったとしても、雄牛の血(24:5)

を振りかけるとは随分グロテスクだ。エジプトを脱出するモーセや民を想起しようと、教会でこんな

儀式をしたら大騒動になるだろう。それではイエス時代の、幾らか洗練された儀式ならどうだろうか。 

「この杯は、あなたがたのために流される、わたしの血による新しい契約である(ﾙｶ 22:20)」。こち

らはイエスの血による契約。とはいえ血を葡萄酒で代用しているので、聖礼典として今日まで続いて

いる。ただ象徴とはいえ、イエスの体を食べ(22:19)、イエスの血を飲む(22:20)という儀式の意味それ

自体はグロテスク。世にある人々の、それも一人ひとりの罪と咎のために、独り子イエスを十字架に

差し出す神の痛みと苦しみ。それほどまでして私たちを救おうとされる神の悲痛な決意を、私たちは

単に言葉や頭の理解だけでなく、この口と胃を通して「身をもって」真剣に、誠実に受け取りたい。 

使徒たちが、イエスの体としてパンを食べ血としての葡萄酒を飲むと、イエスは不穏なことを言う。

「しかし、見よ、わたしを裏切る者がわたしと一緒に手を置いている(22:21)」。裏切る者とは「十二

人の中の一人、イスカリオテと呼ばれるユダ(22:3)」のことだが、「十二人の中の一人」という表現が、

どの使徒が裏切ってもおかしくないことを示している。使徒たちは「自分たちのうちいったいだれが、

そんなことをしようとしているのかと互いに議論し始めた(22:23)」。イエスのひと言に使徒たちは動

揺し、自らの内にうっすら予感している背きをふり払うかのように、青筋立てて論議に夢中になった。 

思い返してみると、イエスを囲んだ食卓では信仰と不信仰が度々露わになっていたな。徴税人レビ

の家での宴席では、ファリサイ人や律法学者の不信仰が明らかにされた(5:30)。またファリサイ人の

家に食事に招かれた際には(7:36)、敬虔なファリサイ人の不信仰が露わになり(7:39)、エキセントリッ

クな香油注ぎ女の信仰が讃えられた(7:50)。だからイエスとの食事つまり聖餐式には、緊張が伴う。 

十字架を目前にした過越の食事も、使徒たちの不信仰が露わになる場であった。「見よ、わたしを裏

切る者が、わたしと一緒に手を食卓に置いている(22:21)」。裏切りへの不信仰はユダだけに限るまい。

使徒のすべてにその可能性があったのだから。ところが、そのように弱く不信仰な弟子たちのために、

信仰が定まらずに動揺しやすい私たちのために、イエスの命が、その体と血が分かち与えられた。 

「これは、あなたがたのために与えられるわたしの体である。わたしの記念としてこのように行い

なさい(22:19)」。キリストの命をいただくだけに留まらない。もろい土の器である私たちに(Ⅱｺﾘﾝﾄ 4:7)、

キリストの命が託されてしまった。ひび割れするこの土の器に、これから出会う誰かの分までキリス

トの命が注がれている。だから自分や身近な兄妹が満ち足りても未だ半分。ゆえに教会は宣教する。 

キリストの体と血、すなわち教会での聖餐式を、洗礼を受けた者に限るか、礼拝出席者の誰もが与

かれるかの論議はやまない。不信仰な私たちのために、独り子の命を差し出した神の悲痛な決意を、

軽々しく受け取ってはならない。だから聖餐は、背くかもしれないと畏れる不信仰な者のためにある。 

キリストと共に食卓につく時 自分の奥底が問われてしまう 畏怖と喜びがない交ぜになった食卓 

最後の晩餐では全員の不信仰が露わになった キリストの命はそんな不信仰者に分かち与えられる 

本日礼拝後に役員会を開きます。ﾄｰﾝﾁｬｲﾑの練習もあります。3/11(土)1:30～3:00聖書研究会。 

牧師の動き:3/8山梨 YMCAで聖書のおはなし。3/10山梨ﾀﾞﾙｸ支援会。3/13(月)2回目の伐採作業。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。 


